
」

本
紙
は
各
戸
配
布
で
す

第31号鵬幽晦）報広市向昭和33年（1958）2月10目発行
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　　　　宮崎県で邑行所

　　　日向市役漸
　　　日向市長発行人
　　　三尾艮次郎
編災人　市長室広報係

印刷所安藤印刷所
　　（1部3111）

現住人口衰　i

：　（1月末日現ri）

：男　19．675人目15且）

1女　20．251人臼36）

i、；139．926人（187）

　世帯総数
　　8．237if卜孝梓（→4）

　　

N
間
漁
獲
高
約
一
億
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
優
良
漁
業
者
表
彰
式
行
わ
る
一

昭
和
三
十
二
年
度
日
向
市
優
良
’
み
虫
ず
と
、
噴
4
1
一
有
間
の
幽

品
玉
表
彬
ッ
式
は
、
　
一
月
．
．
．
十
　
獲
げ
同
け
M
約
r
H
卜
ー
ハ
乃
貰
、
A
W
額

日
、
日
向
夏
役
所
で
行
わ
れ
ま
に
し
て
約
　
円
円
と
な
っ
て
い

し
た
。
日
向
市
の
漁
業
一
般
を
ま
す
。
こ
れ
冷
浄
業
配
合
別
に

すと　　　　 ◇　　　 ◇　　　 ◇　　　 ◇とし
，な白約二二）、乃　ノし／’／1践・Ψ力貫　富’て
り畠「万！1－11「罐円1耽駄円碧㌧類蛮

　セ　六貫　　漁　　堅約協　　ド1下協　　τ乃協　　ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
了
（
世
局
漁
協
）
卿
木
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
幸
脇
漁
協
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
生
度
組
含
黄
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
田
松
之
助
（
富
島
漁
協
梶
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
一
長
幣
光
城
（
旨
々
津
第

こ
の
浄
猫
実
績
は
：
・
．
ト
イ
甲
渡
組
合
）
橋
口
典
義
（
同

綴蛾

�
�
~
与
謝
蟹
輔
鱒
問
詰
漁

あ
h
ホ
、
し
」
、
一
般
浄
業
界
が
同
）
柄
本
八
τ
代
（
同
婦
人
部

不
振
て
あ
る
と
い
わ
れ
た
時
郊
財
鋳
組
合
長
）
長
渡
ソ
ヤ
（
富

臓
に
、
こ
の
実
績
を
あ
げ
た
こ
　
島
漁
協
婦
人
部
貯
蓄
組
合
長
）

と
は
、
戸
内
各
漁
漿
茜
の
・
べ
き
◇
団
体
表
彰

な
努
力
て
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
　
富
防
漁
裳
協
同
組
合
若
恵
比
須

り
季
．
　
　
　
締
盟
蝋
曝
協
同
組
△
．
婦
人

◇
表
彰
さ
れ
た
人
々

獣
木
中
．
郎
（
空
聾
浄
協
）
一

華
．
仏
（
牽
脇
浄
協
）
黒
木
軍

桟
（
同
）
占
尚
∴
引
（
同
）
安

藤
依
次
郡
’
平
岩
漁
協
）
弔
’
木

政
－
　
（
二
丁
沖
血
協
）
島
田
松

次
郎
・
冨
島
沖
協
ノ
児
i
占
κ

郎
（
同
旨
（
4
1
房
∴
戸
同
）
小

茄
門
八
一
川
朋
　
　
　
（
同
）
　
児
一
う
一
二
郎

（
同
）
柏
旧
久
雄
（
窩
坊
漁
協

梶
木
女
部
）
［
晶
太
巾
（
同
）

汀
藤
軍
人
（
同
）

◇
優
頁
組
合
職
員

三
木
垢
．
（
旨
々
津
漁
協
）
川

目
村
」
ハ
伊
知
　
（
循
持
漁
協
…
）
　
石
田

ゴ場敷地も、ぼつぼつ標塔が立ちはじ
二。日三月ミ原曽根附近の∫見回がこの写
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l議1

≡ノ＼　…
≡ユ弍　≡

川1「川lr川幽幽「

　
O
　
／
1
し
日
　
経
済
二
二
会
が

　
　
開
か
れ
、
請
融
に
つ
い
て
審

b
譜
三
百
腎
日
払
し

一
　
調
査
特
別
委
員
会
。

・
〇
一
月
一
四
臼
　
冷
々
協
学
会

　
　
が
開
か
れ
、
．
一
布
一
町
（
延

　
　
岡
、
日
向
巾
、
門
川
町
）
儀

　．

@
会
議
員
協
議
会
へ
の
提
出
畿

　
　
案
打
合
ば
。

　
〇
一
月
i
六
日
　
国
臼
杁
口
払
ド

∩

　
　
。
す

ー
ナ
て

　
）
　
璽
、

〕
ソ
ー
1
’

肖
ハ写〔

　
調
査
慰
書
が
開
か
れ
美
々
津

　
音
羽
山
実
地
調
舎
を
行
う
。

〇
一
月
二
卜
．
．
．
口
　
建
設
委
員

　
会
が
開
か
れ
、
請
願
に
つ
い

　
て
審
議

　
　
　
　
　
ロ

〇
一
月
、
．
卜
四
日
　
文
教
厚
牛

　
委
員
会
が
開
か
れ
　
ト
．
．
．
年

　
度
教
育
費
に
つ
い
て
協
議
。

一日
二
月
一
日
　
工
業
用
水
調
査

　
特
別
委
員
会
を
開
く
。

○
∴
月
四
n
　
同
右
委
員
会
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
（
学
校
視

　
察
）

○
．
、
月
斤
口
　
工
業
用
水
調
査

　
特
別
委
q
会
を
開
く
。

○
、
、
月
七
日
　
τ
場
誘
致
対
策

一　特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
現

　
石
ま
で
の
経
過
報
告
な
ど
行

一　つ
た
。

に
つ
い
て
　
霧
嫌
勲
騒
謙

固
定
資
産
税
は
四
月
に
一
力
年
｝
い
し
ま
す
。
特
に
一
．
．
十
三
年
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

分
の
税
額
を
小
し
、
四
月
末
迄
｝
は
評
価
の
「
基
串
年
度
」
と
な

に
第
一
期
分
を
納
め
て
戴
く
よ
　
つ
て
お
り
ま
し
て
、
三
十
三
年

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
一
年
分
「
度
の
評
価
額
が
今
後
三
年
間
掴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
税
額
を
小
す
血
に
、
毎
6
1
一
．
、
置
き
（
一
部
三
十
二
年
度
再
秤

月
一
日
か
ら
．
。
レ
日
間
、
固
定
一
価
未
了
地
区
を
除
く
）
と
な
ろ

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
」
　
大
事
な
基
準
年
慶
で
あ
り
ヰ

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
一
　
す
。
期
問
中
に
縦
覧
し
な
か
つ

　
あ
な
た
の
土
地
・
家
屋
の
台
帳

　
を
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
か

◎
三
十
三
年
度
固
定
部
覧
に
供
し
ま
す
か
ら
、
土
地
、

　
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
家
屋
、
償
却
資
離
等
を
所
有
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ
り
斉
中
に
審
査
諸
求
（
翼

般
関
係
人
（
資
碗
の
所
絢
茜
）

・
の
縦
覧
に
供
す
る
“
と
な
っ
て
一
議
4
1
立
）
が
な
さ
れ
ま
せ
ん

ヨ
曇
苺
糞
毒
箋
一
「
養
茎
羨
≡
≡
噌
塁
§
葺
§
蓋
毫
「
萱
葺
養
≡
遷
［
蒙
蓬
田
葦
毫
二
一
≡
養
§
塁
驚
噂
韮
藁
≡
一
三
篇
轟
一
一
㌔
壽
蓋
≡
塁
＝
．
≡
一
三
三
｝
．
三
輩
「
「
【
壽

　　

s
税
い
ろ
い
ろ
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
読
ま
な
い
と
損
に
な
り
才
す
一

　
市
民
税
第
四
期
分
は
、

｝
末
が
納
期
限
で
し
た
が
、
三
人

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
↓
．
月

の
初
旬
に
は
督
促
状
が
出
さ
れ

る
r
定
で
あ
り
ま
ケ
か
ら
お
b

　理分霊三
［夏にの定＋

税つ納濫費
済い入翌年：
踊てと税町
分　　今の分
｝ミ　後最市
＿　の終三
月　整期税
促つ限もしれ
軽くの卜いノ）
σ）L｝、り川ロ」

理り目白u仁
定にかか督i・
期なら∫凸助て’t

限り‡き空回
後気くまか人
にす脳弓一出う
ながτliJなお
り　’金’く1川
目YカIql　h

す
と
、
狐
滞
金
も
鮎
漁
し
な

り
、
税
以
外
の
負
極
が
て
す
一

㌃
岨
く
な
る
こ
と
は
、
た
び
た

び
巾
一
け
て
い
り
と
お
り
て
あ

　
私
は
一
月
一
．
卜
κ
日
、
汀
木

議
艮
と
同
行
、
東
京
人
馴
に
出

張
し
、
，
．
．
i
一
日
に
帰
つ
」
来

ま
し
た
。
出
張
の
r
な
用
向
≒

は
、
細
島
に
検
疫
所
を
設
置
す

、
1
1
。
。
－
“
　
る
陳
情
と
、
1

…
　
　
　
…
　
業
用
水
を
地
方

i市長からのおたより

し＿．こ尾良次郎＿
㎜
公
営
企
業
と
し

開
　
て
紆
営
歩
る
こ

郎
と
に
つ
い
て
の

　
　
検
討
で
し
た

次
か
・
そ
の
他
・

　
　
時
あ
た
か
も
．
p

良　
　
算
時
期
に
あ
た

り
ま
す
の
て
雑

多
の
料
肇
を
出

来
る
限
り
、
ハ

付
け
て
置
き
た

い
と
、
そ
う
し

こ
1
7
1
貞
一
D
一
ず
つ

ア
　
　
一
す
　
　
　
‘
r
　
’

て
行
っ
た
の
て

し
た
。

　
　
ダ
　
　
　
　
　
ラ

　
　
M
伊
々
カ
・
ら

を
紡
ね
↑
．
，
し
た
。
ち
し
う
ど
会

籠
巾
の
局
長
か
わ
さ
わ
さ
席

布
外
し
」
面
会
し
し
く
れ
、
担

レ
i
果
く
し
r
も
i
｝
㍍
川
餐
ノ
レ
丈
　
ノ

、
　
　
　
1
1
i
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
一
－
　
圓
！

た
，
来
臼
肢
、
検
疫
所
髪
置
く

こ
し
に
4
口
護
マ
、
決
定
し
て
い
ろ

の
け
肖
森
、
船
川
、
一
筆
、
伏

不
、
浄
写
、
境
、
唐
沖
、
坂

出
、
細
島
の
几
浴
て
、
そ
の

内
、
大
副
小
q
か
．
P
算
を
認
め
た

の
は
斤
港
分
、
そ
れ
で
そ
の
ハ

　
　
　
　
　

港
の
中
に
量
れ
て
貰
お
う
と
、

垢
港
か
・
（
れ
そ
れ
猛
運
動
布
．
し

て
お
ろ
が
、
何
れ
厚
4
省
と
し

て
は
、
運
輸
省
人
蔵
省
と
協
縄

し
て
三
目
ぐ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
で
は
と
い
う
の
て
、

・
ぐ
の
足
て
運
輸
省
か
ら
二
二
省

へ
廻
り
、
運
輸
省
で
は
港
湾
局

一
画
課
の
重
藤
氏
、
大
歳
省
で

汰
－
沼
局
総
務
課
長
の
中
尾
氏

に
面
談
し
し
徹
底
的
な
結
果
を

窄
き
止
め
⇔
ま
て
の
諏
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
佐
藤

‘
4
　
，
　
－
　
　
雷
’
も
芸
．
　
う
　
　
一
」
ド
層
　
ノ

中
尾
氏
は
そ
の
築
港
㊨
業
の
1
1

み
の
親
ω
一
人
で
あ
り
玄
す
か

ら
、
心
漂
い
隈
り
で
し
た
。

　
一
業
用
水
に
つ
い
て
は
相
川

代
議
一
か
，
岡
々
か
ら
旨
折
っ

て
お
ら
組
、
加
配
省
κ
業
局
の

κ
業
施
設
課
長
川
原
氏
が
先

日
、
相
岩
沼
一
の
所
に
、
，
P

η
が
先
4
の
肖
折
て
増
額
き

れ
、
有
難
う
こ
さ
い
ま
し
た
、

と
お
礼
に
見
え
た
と
の
こ
と
で

し
ヒ
。
　
卜
八
日
相
川
代
儀
1

に
同
川
し
て
通
酵
告
を
訪
ね
、

色
々
相
淡
し
ま
し
た
。
、
一
月
十

日
か
ら
ト
瓦
日
豊
、
　
．
一
個
防

”
卜
0
3
希
甲
し
て
い
ろ
都
巾
に

来
ご
貰
つ
」
、
聴
き
取
り
会
が

行
わ
れ
る
と
の
こ
と
て
、
R
向

巾
は
そ
の
冒
頭
の
一
高
に
．
1
戸
定

さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

て
は
当
巾
の
辞
案
卿
備
か
間
に

合
わ
な
い
心
配
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
私
か
ら
特
に
お
願
い
し

て
、
十
五
日
の
午
後
に
変
更
し

　
　
、
　
　
　
　
　
，
　
噛
　
9
｝
　
　
り
　
　
零
画
　
　
ち
　
　
4
タ

時
代
の
教
え
f
で
す
か
ら
、
同

君
に
も
特
に
骨
折
っ
て
呉
和
る

様
に
依
頼
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
奏
す
り
に
可
業
川
水
は
日
向

巾
の
財
政
と
県
の
協
力
、
そ
れ

に
関
係
地
力
民
の
岬
解
さ
え
あ

し
y
」
、
　
丘
『
％
コ
U
ま
一
㌫
こ
～

　
　
　
　
ド
ヘ
　
ハ
　
ド
ヴ
ア
く
せ

オ
ー
勘
的
で
あ
り
ま
す
。
心
配
さ
れ

る
の
は
、
県
と
自
治
月
が
日
向

巾
の
財
政
を
危
脅
し
て
延
期
を

勧
罰
す
る
か
も
知
れ
な
い
こ

と
、
人
蔵
省
が
現
ト
の
経
済
“

情
に
照
ら
し
て
、
起
債
を
抑
制

ぐ
ろ
こ
と
、
こ
の
．
．
つ
で
あ
り

ま
す
。

　
育
舶
の
D
資
を
投
し
て
も
、

こ
の
事
業
が
冗
成
さ
え
す
れ

ば
、
入
ト
に
論
る
好
官
地
条
桝

を
具
備
し
ぐ
、
細
島
臨
海
」
業

地
帯
は
俄
然
斯
界
の
7
1
日
を
浴

び
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
私
共
と

し
て
は
何
と
か
そ
の
手
掛
り
だ

け
で
も
、
今
年
中
に
獲
得
し
た

い
心
算
で
あ
り
ま
す
。

　
一
‘
　
　
’
　
浄
　
「
、
鳴
　
響
　
　
　
・
　
、
〉
　
，
■
，
脚
　
　
「

の
機
会
冷
利
用
し
r
、
、
世
一
省

に
は
西
中
学
の
こ
㌔
甲
、
卯
．
一

言
に
ほ
国
抑
卜
U
繰
の
こ
と
布

陳
情
し
、
細
島
臨
海
i
業
地
帯

の
丸
み
の
耕
て
あ
る
当
喝
の
、

河
野
大
蔵
次
冨
、
中
尾
総
務
課

長
、
相
川
、
一
条
両
氏
等
に
わ

礼
の
会
を
催
し
、
東
祥
紡
東
爪

－
又
店
長
清
水
氏
、
巡
藤
会
長
に

も
お
会
い
し
て
、
業
界
の
近
況

を
伺
い
、
頭
路
用
一
地
炉
趣
て

．
．
．
菱
を
、
日
向
丸
問
題
で
人
群

漁
業
と
農
林
幽
業
金
融
公
還
る

訪
ね
る
な
ど
、
＾
凪
．
．
臼
問
は

縣
も
継
げ
な
い
忙
が
し
き
で
し

た
。
帰
途
　
卜
［
、
人
阪
て
平

日
滞
白
し
、
東
側
紡
本
禍
に
存

ち
寄
り
、
口
早
巾
が
1
業
用
水

を
紆
際
す
る
こ
と
に
対
ず
る
、

会
制
の
腹
蔵
の
な
い
卍
見
を
伺

っ
た
の
て
し
た
か
、
小
畑
欧
務

課
長
の
L
見
と
し
て
は
、
そ
れ

が
当
然
の
筋
ぬ
と
思
つ
が
、
な

お
、
重
役
と
も
相
肢
し
た
上
、

ての市
　　捉民
　　川税

　　に串

　　つ告

　　い井

・午・文寸　　しけ彗　ノ毎〉）ll竿ゴ3川1占l

Jll　f夢　i　，レ　を度のら　、［1川FL疋

めと　　　口ll’ぐノを　　オl　Iい　｛tノ［

りし｛1　川の滞、滞しか1Y
ノ」て丹月　く｝占痢勺ちこ升1「う　L　L）札色

箔　一分に象いウ怠り4匹4　’弓
て屑の人と見分L分‘lll
あr舶㌃滞り　し諄＞1　し［　萌　ll月
りノ」痢1ヨ　；て0）はたカ｛イ｝｝こカ・

千にも　ケネ∫滞　 ‘カ、人pq考察最
ぐ処嘩客と　り痢勺　i　、分」」人茅台
【）

N｝州1　、また　　・今∫仔♪又ろ　舶11

先
日
各
区
長
さ
ん
を
通
し
、
巾

皿
内
国
川
粥
に
小
仏
海
用
紙
の
配

付
を
し
ょ
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
各
三
一
に
届
い
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
ず
。
二
人
に
つ
い
て

は
用
紙
に
印
刷
し
て
あ
る
注
意
一

肇
項
を
ヒ
く
澄
ん
で
、
誤
り
の

な
い
よ
う
画
人
し
．
．
月
．
．
一
口

を
で
に
巾
の
税
務
課
へ
御
提
出
｝

ド
さ
い
。

◎
給
与
所
得
者
も
提
出

　
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

特
に
給
り
所
得
呂
（
勤
労
茜
）

の
力
は
－
勒
務
先
か
ら
　
括
し

て
出
ヶ
か
ら
個
人
々
乃
、
で
出
す

こ
と
は
い
ら
な
い
－
と
お
ん
え

の
力
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
ば
ん

が
勒
務
先
か
ら
出
し
て
戴
き
ま

す
の
は
、
給
与
所
得
」
と
い
い
一

ま
し
て
、
勤
務
先
で
支
給
さ
れ

た
給
り
関
係
の
事
の
み
報
仏
さ

れ
ろ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

同
。
巾
民
黒
々
額
の
一
算
に
は

給
与
額
た
け
で
な
く
、
他
の
収

人
や
、
郡
帯
の
家
族
構
成
等
も

膳
要
で
あ
り
浮
噂
か
ら
、
介
段

御
提
出
を
御
願
い
し
ま
す
。
申
一

侶
霞
川
紙
に
印
刷
し
て
あ
る
細

意
肇
項
の
他
、
次
の
点
に
つ
い

て
御
1
1
耐
を
御
願
い
し
ま
す
。

一
、
営
業
、
農
（
f
）
等
で
所
［

　
得
税
を
納
め
る
人
で
所
得
額
一

　
の
木
決
定
の
人
は
所
得
額
の
・

　
翁
人
を
要
し
ま
せ
ん
。
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
一
、
濃
業
、
副
業
等
の
所
得
糠
一

　
準
率
（
例
へ
ば
季
作
反
当
り

戦
傷
病
軍
人
軍
属
巡
回
相
談

升
平
県
傷
艇
堰
人
会
で
は
、
県
一
　
場
所
　
巾
役
所
小
会
儀
扇

庁
後
援
の
も
と
に
、
4
1
金
口
の
　
O
当
日
携
！
空
し
て
い
た
だ
く
品

申
請
丁
半
指
導
か
爪
点
と
し
　

は
、
印
鍬
、
恩
給
証
書
の
ほ
｛

て
、
当
巾
で
次
の
と
お
り
巡
回
　
　
か
証
拠
や
野
駈
に
必
要
な
と
一

指
導
を
闘
催
し
ま
す
。
対
象
名
　
　
思
わ
れ
る
肉
類
全
部
、
身
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
方
は
も
れ
な
く
こ
の
機
会
を
　
　
者
手
帳
、
同
傷
手
帳
、
そ
の

利
用
さ
幻
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
［
　
他
相
談
指
導
上
必
要
と
す
る

翻
　
　
　
誌
類
纂
落
籍
具

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
↓
　
　
、
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
」
　
　
　
「
　
　
　
－
，
◎
ゆ
　
H
、
ψ
’

　
石
当
り
何
f
円
、
畑
反
当
り

何
丁
円
と
か
果
樹
売
上
一
円

　
に
つ
い
て
所
得
何
卜
円
と
か

　
の
よ
う
な
）
は
税
務
署
で
未

　
確
定
で
す
か
ら
収
穫
何
石
と

　
か
耕
竹
何
反
と
か
売
上
何
円

　
と
い
う
ヒ
う
に
基
礎
数
了
の

　
み
記
溶
し
て
ト
さ
い
。

　
、
本
臼
．
月
以
降
仙
の
巾
町

　
村
か
ら
当
巾
に
転
人
さ
れ
た

　
乃
は
お
冶
幻
な
く
欄
外
に
転

　
人
1
1
日
を
記
入
し
て
ト
さ

　
い
。

四
、
巾
告
レ
n
の
み
当
巾
内
に
居

　
“
し
、
家
族
と
別
居
の
方
は

　
家
族
の
居
所
を
欄
外
に
記
入

　
し
て
ト
さ
い
。

κ
、
右
と
反
対
に
家
族
の
み
当

　
巾
内
に
居
n
し
．
所
得
菖
（
父

　
ほ
…
田
帯
－
）
が
山
外
居
“
の

　
場
合
も
所
得
者
の
居
所
を
欄

　
外
に
記
人
し
て
T
さ
い
。

六
、
・
澗
－
。
八
才
以
一
の
学
小
に

　
つ
い
て
は
学
校
名
、
不
貝
渚

　
に
つ
い
て
は
不
貝
の
状
態
を

　
記
入
し
て
干
さ
い
。

二
月
巾
の
公
売
・

「
差
押
中
の
物
糾
の
競
売
を
方
二
一

｝
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
　
　
　
一

㎜
市
役
所
（
支
所
、
出
張
所
）
に

｝
掲
示
し
て
あ
る
公
告
を
御
覧
の

一
」
当
日
入
札
し
て
下
さ
い
。

　
」
」
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
f
．
　
’
　
し
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
｝
と
、
市
で
決
幽
し
た
評
価
題
に

今
屯
で
も
毎
年
縦
覧
期
間
を
定
不
服
な
い
も
の
と
し
て
、
税
額

め
一
般
の
乃
々
に
通
知
し
て
い
一
が
討
算
さ
れ
、
そ
の
後
の
異
窟

ま
し
た
が
縦
覧
に
来
ら
れ
る
の
・
申
伍
は
成
立
た
な
い
こ
と
に
な

は
毎
“
一
部
門
人
だ
け
て
あ
り
．
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
。
課
税
台
帳
亭
縦
覧
し
縦
覧
中
の
課
税
台
張
の
閲
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
自
己
所
有
の
資
舜
の
評
価
額

に
異
畿
の
あ
る
人
は
、
．
．
．
月
木

日
業
で
に
「
評
価
審
査
閣
員

会
」
に
箒
蒔
請
求
（
評
価
の
再

調
査
）
を
申
出
る
・
恨
か
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
社
ず
。

大
工
分
の
乃
か
四
月
に
徴
税
令

一
－
巨
を
受
取
っ
て
か
ら
、
い
ろ
い

　
検
疫
所
の
件
は
、

粕
川
代
議
士
に
依
頼
し
て
あ
っ

髪
玄
墨
ぎ
漏
身
り
2
1
　
！
傷
1
　
、
　
抄
一

は
、
一
切
無
料
で
す
が
。
期
間

後
と
な
り
ま
す
と
他
の
公
簿
閥

覧
と
同
様
－
閲
覧
料
」
を
要
し

ま
す
。
評
価
願
だ
け
で
な
く
n

分
の
資
曜
の
公
簿
一
の
状
態
卉

調
へ
た
い
と
思
わ
れ
ろ
方
は
、

こ
の
機
会
に
一
地
家
隷
台
張
も

よ
く
閲
覧
き
れ
る
こ
と
を
お
す

母
野
市
内
居
“
者
で
、
用
紙
ま
で
の
悶
の
、
廓
拐
的
な
誤
り
「
し
ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
、

の
配
布
が
な
か
っ
た
方
は
、
｝
の
場
合
の
弔
だ
け
を
指
し
て
い
一
早
目
に
税
務
課
へ
届
け
ら
れ
ろ

税
務
課
ま
で
お
申
出
下
さ
㎜
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
・
　
髄
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
用
器

い
。
　
　
　
冤
年
も
別
項
偏
の
よ
う
に
市
一
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
役
所
及
び
支
所
、
出
張
所
で
縦
一

［
月
、
一
見
万
日
へ
削
i
一
毫

日
向
市
役
所
に
て

（
市
役
所
人
事
）

江
陳
イ
マ
子
（
総
務
課
）

ら
　
　
　
瓦
、
《
Q
　
，
　
、
！
，
　
　
　
，

う
と
不
服
を
申
出
て
来
ら
れ
ま
一
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の

す
か
、
税
額
訓
算
の
基
礎
と
な
　
術
固
定
資
再
税
は
毎
“
一
月
一

る
評
価
額
は
徴
税
令
霞
の
出
さ
［
口
現
為
の
公
簿
一
の
所
有
者
が

れ
る
前
の
　
月
一
日
か
ら
・
．
。
月
納
税
義
務
茜
と
．
な
り
ま
す
の

未
日
迄
に
申
出
が
な
い
と
変
史
で
、
実
際
L
は
順
有
人
迄
に
，
留

出
来
な
い
の
で
あ
り
主
よ
。
徴
買
が
な
さ
れ
た
が
、
い
ろ
い
ろ

税
一
階
に
あ
る
「
こ
の
税
金
に
な
関
係
で
d
式
な
所
為
権
移
転

つ
い
て
間
違
い
や
、
あ
や
主
ち
　
（
，
村
塾
登
記
等
｝
の
手
続
の
済

か
あ
る
と
思
う
人
ほ
、
令
階
を
　
ん
て
い
な
い
資
産
に
つ
い
で

受
取
っ
て
か
ら
一
一
日
以
内
一
は
、
新
旧
両
所
得
呂
の
連
名
の

に
書
聖
に
申
出
る
こ
と
　
　
」
　
届
出
に
よ
っ
て
、
固
定
資
碑
税

と
あ
り
ま
す
の
は
、
課
税
台
帳
の
課
税
に
つ
い
て
だ
け
、
便
守

縦
覧
後
税
額
一
η
や
令
井
竹
製
国
保
所
有
將
に
課
税
す
る
“
レ
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

固
定
資
酵
課
税
台
帳
縦
覧
期
間
日
割

場
　
　
所
　
　
期

間
　
　
日

　
　
数
一
備
　
　
考

　
「

市
　
役
　
所

置
月
・
日
よ
り

一
月
こ
レ
日
ま
で

一．

D
月
一
日
よ
り

三
月
八
日
ま
で

ニ
レ
日
間

細
島
支
所

八
日
間

支
所
、
出

ノ
張
所
の
区

岩
脇
女
所
・
鯖
鋭
鋒

八
日
間

幸
蟄
張
亜
蒲
臨
鞘
三
・
間
…

美
・
津
支
所
；
朝
ゴ
朋
餐
＋
二
島
｝
」
親
鞭

三本軽減
月門跡は
二二後期
十ては醐

　

次
馬
　
1
、
縦
覧
時
間
は
普
逓
の
執
務
時
間
と
同
様
で
す
。
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講

・
噺

　
罵

　
弼
触

　
ら
タ
の

毒
｛

㌻甑顎閣‘㌔

Q幾噛
　　．　　、識

3人に1人がはいれる
　　　市営住宅入居申込み締切る

乞入込なて在定てろ｛1三熔で入廼富
1ぞ齪一’梶聯齢醐騰穆
二審調い月1了無ソ1設一・九り込の無
し査査まネ、％旧　八の人1・まみ市田
乙会をす慰撫の月｝状の．しは営と
　　　　　　1こ1！況割当た…住’幽ぐで行の完渡，

1蝦鞍雛ll．諦篇㍑
　か月居冗で・調て見　倍込1こ戸区
1決に申とい硯｝うきの　で希日のに
　　　　　　　　燭隅一　　　　　　 w）ψ　　　　　　　 岬

三
人
に
一
人
の
割
。

n
℃
翅
設
の
状
況
は
、
塩
見
の

ろ
は
現
泊
八
ー
ム
％
秤
度
て
き

て
お
り
、
　
月
七
難
完
成
．
1
，

定
、
後
無
旧
の
’
瞠
目
ぱ
、
硯

在
五
ー
ハ
％
桿
渡
遣
ん
で
い

て
、
「
懇
懇
懸
盤
戊
の
．
P
冗
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入
居
申

込
み
の
調
査
を
行
い
、
．
月
に

入
っ
て
審
査
会
で
幽
居
者
か
決

定
す
る
こ
こ
に
な
リ
ケ
h
一
：

．
り
。
　
　
　
．

（
写
賞
は
総
懸
中
の
塩
兜
詳
解

　
市
営
“
て
V

　
　
　
　
　
叩
競
売

市
営
公
溶
質
階
の
質
流
れ
物

の
競
売
か
左
記
の
と
お
り
致

し
望
よ
の
で
、
希
甲
の
方
は

時
間
に
間
に
合
う
k
う
お
い

で
下
さ
い
。

日
時
　
　
霧
鐘
四
日
旺
な

　
」
」
、
　
　
　
　
ノ
レ
～
　
　
　
7
｝
O

才
り
　
し
　
｝
　
一
　
　
　
一
手
1

い
一
い
一
，
、
こ
と
し
い
っ
ぱ
い

で
、
～
ー
ト
ル
甑
に
切
り
夙
口
え

ら
幻
る
と
な
れ
ば
、
尺
日
払
て

慣
れ
切
）
て
い
ろ
臼
配
者
組

　3　　　2　　　1　rIll　i局

一・’・’ V〒’適所
JJ　1し　JJ　L桟　ノ」　衣　と

几のハ令1r類処日
干1也　「加‘　「ノしラ｝μ「11

ノし　　ノf　　ノ、　卜石）・巾

ド［一r1　卜白ノく3自をΣ

ノくトノ’、レqノし1款　　 君糸

卜　二　二八丸　卜　　　　7孟

1兀1ノ∴k八　　ノし　　　　痔墨

FI　　Fj　　F」

　
　
来
年
か
ら
メ
ー
ト
ル
法

　
　
　
　
　
　
－
味
噌
四
百
ゲ
う
ム
ド
さ
い
1

来
園
　
月
　
目
か
ら
、
取
引
に
「
は
、
少
々
あ
わ
て
て
も
よ
い
時

使
ハ
れ
ろ
請
凧
単
位
か
、
ぜ
一
｛
期
に
な
り
記
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

淋
露
華
鎮
器
繍
紅
鱒
鷲
鷹

成
入
者
ヒ
三
四
卜
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
巾
の
訴
人
式
1

こ
と
し
め
で
た
く
戊
4
1
に
逮
し

一
月
十
ハ
日
の
成
人
式
に
、
戊

人
者
と
し
て
そ
の
人
4
の
門
出

を
祝
福
さ
れ
た
人
々
は
、
巾
内

で
七
西
四
一
　
名
で
し
た
。

三
尾
網
田
か
ら
成
人
出
隅
浄
詣

り
さ
れ
た
若
人
た
ら
は
、
ホ
あ

今
日
か
ら
は
、
す
べ
て
二
分
の

責
仔
で
立
派
に
1
1
．
き
抜
か
ね
ば

な
ら
ん
ぞ
、
と
い
う
決
恵
に
輝

い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
余
興
と
し
て
、
特
に
巾

役
所
融
職
U
貝
の
～
ラ
ス
。
バ
ノ
ヒ

が
、
初
め
て
の
公
開
演
炎
を
し

て
、
お
祝
い
の
気
持
布
表
わ
し

ま
し
た
。

地
区
別
成
人
茜
数
次
の
と
お
り

配｛肩133イけ度：，’～～人、呂数

毘当［）〈男II　l議了　1なr　l　、ll

fξご　膚」1218　1260　147．

　　　消防団葬行わる
巾消防団第1　、粥ピτ‘ll塀制1（1ムら11，）け、1甲口　月

レ・日r憂出火、夜警に川いノ）ていアこ団員の中、ノし副耶長
宵呂ノ」宇己1噸さノ隻．　（21を）　｝よユ丞、ニウ旬馬寓夕しゼ　，、オしi　lノアこ∩　Ih

消防団ては、　月コ日下役11／1。11い1［で盛尺へ田葬膚・執

行し業した，，

は匁4つて実際ム
不［活まく施4）
使　にりるに活と
でしへ’でな1覚
・rrfる’ノ己しつにえ

か疲に冷ヒてはる
ら（｛まノ亡うも、ナニ

’ゲ’ノ6問メけ
そう昧1　題iて
れム噌ト　はトは
ζこ　）　　、　ノレ　　　々£i　ノレ　　、

近で百ガ、　つ法実

い
四
〇
〇
㎏
（
グ
ラ
ム
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
駄
口
を

実
際
荏
活
の
中
に
、
慣
れ
て
来

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
完
介
な
メ
ー
ト
ル
拡

は
、
こ
の
場
く
1
1
一
〇
〇
g
（
グ

ラ
ム
）
建
と
な
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
．
一
〇
〇
9
（
グ
ラ
ム
）
欲

し
い
と
か
、
七
〇
〇
g
（
グ
ラ

ム
）
欲
し
い
と
か
い
う
こ
と
に

な
り
張
す
。
酒
、
し
よ
う
油
、

牛
乳
な
ど
は
、
び
ん
歪
め
で
す

か
ら
、
特
殊
容
器
制
慶
と
い
い

ま
し
て
、
一
”
び
ん
で
あ
れ
ば

一
、
八
O
O
㏄
び
ん
が
伯
ら
れ

て
、
す
で
に
一
部
使
わ
れ
て
お

り
ま
中
。

特
別
に
な
つ
か
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
慣
れ
て
く
れ
ば
段
々
完

今
な
メ
ー
ト
ル
法
て
耳
出
し
て

い
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

と
し
D
に
は
、
ノ
ー
ト
ル
法
に

な
れ
る
よ
う
お
噸
い
し
ま
す
。

広「1

釧
｝

　　反　　　　9．917It

　　・1久10・991a

＿勢1銑3庸1繊

特《

㍉㌦、

478　1

9「｝　…

88

80

741人

40

S2

S5

〈　　つ
口　　　口

一354人「387人174

誤

55

S6

R5

富　高

細　島

岩　竹

返三々沖

鶴顕

γ

良
質
木
炭
は
楠
見
地
区

　
　
　
　
　
一
木
炭
ロ
旧
評
会
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
式
か
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り

蹴
一
拳
・

譜
寺小学校建築現場
】一トニニ階建、　188坪、　6教4｛。

竺ている。3月20日竣工】つ定。
：L　　　　　　　　　　　　　　　．

　　
@　
@　
@　
@　
@　
D
蟻
藩
ず
大
き
－
・
－
ド
犬
が
頑
張

も
う
す
ぐ
一
年
生

　
－
新
入
児
童
は
閣
千
百
四
十
八
名
1

ぐρ　！　ノレ1ノ、

　　28．35∫ξ

　　　　600ド

　　　lO16λ♂ノ

　907．18幽～9

　　　　　　1
80．39
　　　　（立）

　　　　　　1
18。03
　　　　（、γ）

　　　1803cc

　　　180cc

　　　　18C（

　　　　　　1
3．785
　　　　（、聰疋）

　　9．9175塗

こ
と
し
小
学
板
へ
人
学
す
る
国

内
の
児
暇
数
は
、
男
児
κ
白
し

L
1
－
川
名
、
な
児
凹
目
」
し
一
　

名

で
男
児
が
四
名
多
く
、
総
数

一
白
四
卜
八
名
し
な
う
こ
い
・
f

す
。
近
目
中
に
ほ
、
教
”
1
1
呑
、
ほ
会
か

ら
枕
学
通
知
湘
か
各
保
”
呂
に

71

�
i
、
，
－
　
）
し
具
一
、
レ
ぢ
4
P
、

　
　
に
　
ヨ
　
ノ
　
　
　
　
ん
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

　
し
該
当
の
お
r
さ
ん
の
通
知
溜
が

届
か
な
い
場
合
は
、
巾
教
育
差

員
会
へ
お
問
合
わ
せ
ト
さ
い
、

な
お
市
教
委
で
澗
へ
た
巾
内
各

学
枝
別
就
学
児
帝
数
を
い
ρ
知
ら

せ
し
て
み
ま
し
よ
う
。

昭
和
三
十
三
年
度

　
　
新
入
児
童
数
調

◎
富
高
小
学
校

　
　
男
イ
　
　
一
四
　
名

　
　
玩
．
f
　
　
一
育
八
名

　
　
謙
　
　
　
一
．
九
九
名

◎
日
知
屋
小
学
校

　
　
男
子
　
　
一
〇
九
名

　
　
な
了
　
　
一
〇
玉
名

　
　
計
一
＝
記
名

◎
財
光
寺
小
学
校

　
　
男
了
　
　
　
κ
一
名

　
　
女
r
　
　
　
六
二
名

　
　
謂
　
　
　
一
一
四
名

◎
細
島
小
学
校

　
　
男
了
　
　
　
七
、
名

　
　
な
．
一
　
　
　
八
．
名

　
　
誓
　
　
　
一
石
四
名

◎
塩
見
小
学
校

　
　
男
r
　
　
　
万
九
名

　
　
　
｝
【
市
民
の
声
】
投
書

　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
「
窟
高
地
区
に
レ
コ
ー
ド
。
コ
ン

　
　
　
　

　
　
　
一
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
か
。
ど
こ

　
　
　
で
行
わ
れ
ま
す
か
。
　
（
宮
崎
木

　
　
　
材
貿
易
内
一
政
）

　
　
　
一
〔
回
　
答
〕

　
　
　
天
7
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
で
す
が

　
　
　
｝
時
々
日
向
興
銀
窟
局
支
店
の
職

　
　
　
…
員
が
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
市

　
　
　
一
教
委
社
会
教
育
係
で
も
何
れ
計

　
　
　
　
画
し
た
い
と
云
っ
て
お
り
ま

　
　
　
｝
す
。
　
（
広
報
係
）

翫
中
学
へ
鱒
日
通
蓬
中
に
・
幽

門
齪
辞
譲
賑
脇
蕊
籔
榔
盤
蠣
詠

η奄位

ノーlIl
，　　　，1

換算衣
　　　Ilノ直【1ηi位ズ，

縫

ス
ー
ー
ノ
ノ

ノ
　
　
　
ト
ト

し
英
米

1
　
1
　
1
　
1

石
　
一
列
合
勺

1
　
　
　
1
　
　
1
　
1
　
1

1ガロノ

1ヤード1

（ヤール）

1ブート

デ・・1単位㌧し一ル、：1

1　丈13・03mI
1　　　　　∫、！　　30．3f加1

1　　　・jI　3．03‘廓1

｝碍皆5了訟1

亟尺・l！1 ｲ
　　　　　　　191．44ビ卿11

1インア

1マイル
100貫

1　貫

loo匁

1ボン結

き

容

　　　　　　II

3蹴IIド

　　　　　　」
1．609齪

　375煮η
　　　　　　1り、
3．75たgI

　　　　　　I　　37591

　　　　　　1
453．691

警
豪
窒
4
筑
げ
勤
聾
気
夏

成人式て成人名代表が宕暫を行っているところ。〔写真〕

峯
」
阿
7
　
ト
ー

日
向
巾
本
炭
協
会
｝
田
本
炭
晶

評
会
は
、
一
月
．
一
四
日
巾
役

所
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本

炭
の
牛
曜
は
巾
内
で
は
、
塩

見
、
進
々
津
、
目
隠
地
区
が
多

い
の
て
す
か
、
出
品
物
は
何
れ

も
優
秀
で
し
た
。
二
ト
ゐ
日
弊

艮

さ

爪

入
賞
者
次
の
と
お
り
一
所
で
は
、
身
体
が
不
自
由
で
あ

人
言
菖
に
長
状
と
記
念
品
が
三
一
◇
一
等

与
さ
れ
長
し
た
が
、
審
査
員
の

報
1
1
口
て
は
、
等
万
か
つ
け
に
く

い
秤
優
劣
の
イ
は
無
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

公
明
選
挙
標
語

入
選
作
品

市
選
挙
管
押
三
王
会
で
は
、
昭

和
一
一
一
脅
度
公
明
選
挙
抄
語

を
市
民
か
ら
懸
隔
募
架
し
て
い

ま
し
た
が
、
次
の
枠
語
が
入
選

決
定
し
ま
し
た
。

（
入
賞
）
　
Ψ
岩
　
児
一
義
叉

　
ち
よ
つ
と
待
て
、
こ
れ
で
よ

　
い
の
か
こ
の
一
票

（
地
黛
V
　
平
始
小
田
曜
央
．

，
牝
る
な
捨
て
る
な
曽
い
一
票
一
◇
一
∴
等

　
　
土
町
一
区
　
佐
藤
常
夫
一

公
明
け
民
や
日
本
の
旗
印

　
　
　
H
知
屋
　
一
一
．
浦
定
見

売
る
な
捨
て
ろ
な
拓
す
な
一

戸
人
、
員
）
　
　
　
　
己

　
　
　
　
広
見
－
大
坪
　
厚

　
　
富
島
高
校
　
塑
見
福
子
一

　
　
　
　
凸
－
場
－
松
尾
ミ
ソ

平
岩
ー
ー
ト
義
爬
一
◇
倖
偽

翻
論
H
聾
唖

◇
優
等
　
壱
岐
宮
一
（
臨
見
）

［

　
　
　
　
黒
田
徳
市
（
〃
）

　
　
　
　
黒
木
夏
美
、
山
木
平

男
、
摂
田
几
治
、
無
木
工
（
以

上
何
れ
も
塩
見
）

一
◇
一
・
等
　
黒
田
一
兀
治
、
黒
木
夏

一
美
、
山
本
9
1
、
山
本
政
夫
、
壱

｛
岐
福
治
、
奈
須
清
（
以
上
何
れ

一

も
塩
見
）

　
　
　
　
鈴
不
鹿
蔵
、
児
ド
弘

一
（
以
ヒ
脚
高
）
　
唄
木
初
次
郎

一
（
塩
見
）
鈴
木
・
流
下
弥
．
一
点
鈴

木
潮
弥
（
以
i
富
簡
）
新
名
金

一一

f
一
（
ノ
　
し
曾
、
　
「
イ
）
鈴
木
二
信
（
塩
見

一
倶
」
小
時
行
（
丈
々
沖
町
）

　
　
　
　
略

一
　
　
－
一
i
－
　
　
　
　
1

一
鶴
鱒
鴇
講
牲

宮
崎
県
身
体
騨
轡
者
更
生
指
導

る
た
め
に
、
普
通
の
村
会
生
活

が
出
来
な
い
よ
う
な
人
達
に
、

寸
義
、
ラ
ノ
オ
、
洋
裁
、
和

裁
、
洋
服
等
の
扱
能
を
習
…
得
せ

し
め
て
そ
の
軍
扇
自
立
を
は
か

る
た
め
に
、
第
七
期
指
導
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

左
記
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ

い
。
　
　
　
紀

一
、
入
所
資
格
名
駅
体
用
害
者

　
手
帳
を
有
す
る
肢
体
不
自
由

　
習．
、
巾
込
先
　
市
福
裡
廓
務
所

　
又
は
最
寄
り
の
民
生
委
員

。
二
、
二
王
期
日
　
二
月
末
口
迄

四
、
指
導
所
の
所
在
地

　
宮
崎
市
大
字
恒
久
二
九
九
八

　
（
南
宮
崎
駅
よ
り
従
歩
約
十

五
分
）
　
　
・
“
－
嬉

　
　
な
r
　
　
　
宥
六
名

　
　
剖
　
　
　
…
一
κ
名

◎
平
岩
小
学
校

　
　
男
r
　
　
　
、
六
九
名

．
　
女
丁
　
　
　
四
七
名

4
畔
舞
雛
　
　
　
一
一
六
名

∩
幸
脇
小
学
校

　
　
男
．
1
　
　
　
．
一
「
名

　
　
な
、
一
　
　
　
一
一
一
名

　
　
一
　
　
　
　
、
・
．
荘
名

口
美
々
津
小
学
校

　
　
男
．
f
　
　
　
四
　
名

　
　
な
一
　
　
　
四
　
名

　
　
一
　
　
　
　
八
．
名

の
東
郷
村
立
園
圃
小
学
校
へ

　
委
託
（
美
、
セ
津
地
区
）

　
　
男
．
一
　
　
　
一
一
名

　
　
な
．
一
　
　
　
　
八
名

　
　
一
　
　
　
　
　
醜
名

凹
く
寸

　
　
　
　
公
衆
電
話

μ
起
し
T

で
き
る

電
話
が
な
い
た
め
際
際
を
か
こ

っ
て
い
た
農
村
に
、
こ
ん
と
電

話
か
架
設
さ
れ
、
農
村
地
域
の

巾
民
に
人
変
再
ば
れ
て
い
ま

私
が
彗
中
を
通
し
て
感
じ
て
や

ま
な
い
こ
と
は
、
遺
嘱
の
ホ
コ

リ
で
す
。

美
し
い
は
ず
の
緑
も
雨
の
日
を

除
い
て
は
革
の
緑
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
中
で
生
活
し

て
い
た
の
で
は
．
い
ろ
い
ろ
の

病
気
に
か
か
り
ま
す
。

ハ
エ
や
蚊
を
退
治
す
る
こ
と
も

大
切
で
し
ょ
う
が
、
ま
ず
空
気

を
き
れ
い
に
す
る
、
即
ら
道
路

の
ホ
コ
リ
を
少
く
す
る
と
い
う

こ
と
の
方
が
大
切
だ
と
思
う
の

で
す
。
何
と
か
方
法
は
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
富
高
一
主
婦
（
3
5
）

　
〔
回
　
答
〕

・
に
・
て
下
・
い
・
（
聡
慧
二
鬼
票
圏
道
の
九
四
％
。

　
〔
回
　
答
）

当
市
て
は
犬
を
つ
な
ぐ
よ
う
条

例
に
き
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

が
咬
み
つ
く
よ
う
な
ら
狂
犬
と

し
て
の
取
扱
い
を
し
ま
す
。
ど

こ
の
犬
か
具
体
的
に
お
手
紙
を

下
さ
れ
ば
調
べ
て
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
衛
日
課
）

　
　
　
◆

　
日
向
巾
の
道
路
に
つ
い
て

土
砂
で
も
つ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
完
全
な
舗
装
は
見

通
し
が
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

当
日
向
市
も
財
政
難
の
折
か
ら

・
市
民
の
杓
様
に
は
満
足
を
与
え

得
ず
心
苦
し
く
存
じ
ま
す
が
、

将
来
は
気
持
の
良
い
道
路
を
造

る
事
に
希
望
を
も
つ
て
努
力
し

て
い
る
次
第
で
す
。

．
　
　
　
　
（
卜
木
課
」
ユ
木
係
）

一

呂
顧
＝
＝
卿
・
9
呂
昌
●
脅
＝
＝
・
髄
＝
＝
■
＝
●
●
一
●
＝
●
3
一
●
●
騨
●
＝
脚
O
●
＝
■
齢
・
一
＝
・
●
脚
●
●
＝
，
＝
＝
＝
一
口
3
■
＝
…
＝
3

保
育
園
児
入
園

受
付

ぼ
念
も
保
育
閑
（
審
高
地
区
）

美
々
津
保
台
園
（
美
々
沖
地
区
）

で
は
、
現
在
入
所
し
て
い
る
保

育
児
の
内
、
学
令
唱
曲
の
小
学

校
入
学
が
あ
る
た
め
、
定
員
に

余
裕
を
生
じ
ま
す
の
で
、
市
で

は
近
く
入
所
適
格
幼
児
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
該
当
児
の
い
る

御
希
塑
．
の
方
は
左
記
に
よ
り
お

す
。
開
没
さ
れ
た
場
所
は
次
の
一
申
込
み
下
さ
い
。

三
カ
所
で
す
。

◇
奥
野
部
落

　
設
置
場
所
　
奥
野
公
民
館

　
蕃
号
日
向
賓
四
二
番

◇
平
岩
屑
毛
部
落

　
設
置
場
所
　
鴉
毛
分
校

　
蕃
号
岩
脇
卜
三
審
甲

◇
甲
岩
三
木
部
落

　
設
置
場
．
所

　
訴
号
　
岩
脇
十
三
番
乙

溝
。
清
太
郎
宅
三
、
申
込
習

　
　
　
記
　
　
　
　
　
　
’

一
、
該
当
児
　
保
護
者
が
労
働

　
に
従
事
し
た
り
、
病
気
に
か

　
～
つ
て
い
る
等
の
た
め
に
保

　
育
に
欠
け
て
い
る
幼
児

二
、
申
込
先
　
市
福
祉
事
務
所

正
念
寺
保
育
園
、
美
々
津
保

育
園
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
二
月
十
五
日

か
ら
三
月
十
日
ま
で

樋
縛
礫
舗
卵
膜
備
∵
つ
き
い
れ
”
入
賞

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
宮
崎
県
観
光
土
産
品
と
う
ま
い

こ
の
公
衆
獄
話
で
通
話
す
る
場
｝
も
の
大
会
は
、
二
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
は
、
一
度
数
ご
と
に
十
五
円
　
五
日
間
、
宮
崎
市
の
県
産
業
奨

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
外
電
話
皿
励
館
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、
市

・
は
別
に
き
め
ら
れ
た
料
金
が
い
一
内
美
々
津
の
辰
巳
屋
商
店
か
ら

・
り
ま
す
。
念
の
た
め
巾
晒
し
ま
㎝
出
品
し
た
〃
つ
き
入
れ
餅
〃
は

一儲

�
�
涛
苴
�
ﾔ
灘

日
蘭
市
議
十
万
円
を

寄
附

市
議
会
総
務
委
口
長
日
高
道
冶

氏
は
、
市
の
巡
回
映
写
機
購
入

資
金
の
一
部
と
し
て
、
舎
十
L

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

市
社
会
事
業
に
寄
附

細
島
地
区
の
元
被
保
護
者
よ
h

参
千
円
を
。
ま
た
延
岡
市
西
松

廻
設
ト
ラ
ン
ク
運
転
手
中
山
丁

孝
氏
よ
り
拾
栂
金
報
労
金
一
丁

円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
さ
れ
と

し
た
。

　
り
註
塁
塞
蚕
纏
昌
一
。
｝
．
．
…
輯
晶
．
一
●
”
昌
．
．
薯
晶
醜
誓

市
広
報
紙
入
賞

“
轟
轟
彗
訪
．
”
h
岡
三
4
馨
「
霧
触
詫
罐

昭
和
三
十
二
年
度
宮
崎
県
主
催

の
、
県
下
市
町
村
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
「
日
向
市
広

報
」
は
第
三
席
に
入
賞
し
、
一

月
二
十
四
日
県
知
事
室
で
賞
状

と
記
念
品
が
授
与
き
れ
ま
し
た

昨
年
度
も
第
三
席
で
、
引
つ
づ

き
入
賞
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
皆
様
の
御
協

力
の
も
と
に
、
よ
い
広
報
紙
を

つ
く
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。題

享
を
変
え
ま
し
た

木
隠
か
ら
「
日
向
市
広
報
」
の

題
字
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま

し
た
。
文
字
は
今
ま
で
と
同
じ

く
市
長
箪
、
絵
は
刈
川
水
保
氏

爆
で
す
。
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